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52kDa

RSAD1

RSAD1; Radical S-adenosyl methionine domain-containing protein 1; mitochondrial;
Oxygen-independent coproporphyrinogen-Ill oxidase-like protein RSAD1
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	補因子：1つの4Fe-4Sクラスターに結合します。このクラスターは3つのシステインと交換可能なS-アデノシル-L-メチオニンに配位します。,機能：ポルフィリン補因子の生合成に関与している可能性があります。,類似性：嫌気性コプロポルフィリノーゲンIII酸化酵素ファミリーに属します。,補因子：1つの4Fe-4Sクラスターに結合します。このクラスターは3つのシステインと交換可能なS-アデノシル-L-メチオニンに配位します。,機能：ポルフィリン補因子の生合成に関与している可能性があります。,類似性：嫌気性コプロポルフィリノーゲンIII酸化酵素ファミリーに属します。,
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	RSAD1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	RSAD1抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	RSAD1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

